
紀の川にまつわる環境について
７７％ （１７名／２２名） H14.9.２６

分 野 キーワード 内 容 委 員

生態系 集団繁殖地の保 遊水地の設置（集団繁殖地、越冬地として保全）を 今中委員
保護 全 増し自然豊かな美しい河川の復活と災害に強い河川

整備が必要。
２０％
( ８ / ４ 岩畑委員干潟の重要性 紀ノ川河口干潟は、底生物の豊かさに加え越冬渡

り鳥の休息地としての重要性を担っている。１)
、生態系に十分配慮した護岸整備を基本理念に置き

流域住民の意見を最大限尊重した計画書が作られ
るべきである。

望ましい流域 自然環境を保全するという観点から、流域において 江頭委員
生起する現象が一方向に進まないような場所が保証
されることが必要。一方向に進めば、許容できない
弊害を引き起こしたり、災害につながる。許容され
る変動幅は、地域の自然条件、社会的条件によって
異なるもので、画一的なものではないので留意すべ
きである。

外来魚類、外来 外来魚類が生態系に深刻な影響を及ぼしている。今 玉井委員
植物の排除 後こういう魚類等の放流の禁止、除去する。

外来植物が生育しない環境づくり。

環境重視 工事で改変する場所に住む生物を移植したとしても 玉井委員、
その生物の存続が保証されたわけではない 生息 生。 （
育）する環境そのものを維持することが必要。

本来のエコシス 生物の生息空間の保持や生物種の保護の視点からだ 中川委員長
テムという視点 けでなく、本来のエコシステム（生態系）という考

えで捉えるべき。

氾濫原 紀の川は和歌山県で最大規模の氾濫原を有し、昆虫 的場委員
昆虫類 類にとって多様な環境を提供しており、安心して生

息できる最後の砦として、貴重な存在である。

自然状態 河川敷公園等は、できる限り自然状態を生かし、外 玉井委員
外来植生の排除 国の植物などの植栽はしない。

多 自 然 型 多自然型川づく 覆土護岸等により自然環境の復元。 今中委員
川 づ く り り （多自然型の川づくり）多自然型護岸の整備。
・親水性 魚道の確保やワンドの新設、改修し変化に富んだ生

息環境をつくる。
１７％
(7/４１) 瀬・淵・ワンド 生態系の回復を目指すことを主眼とし、生態系への 玉井委員

の維持、回復 影響は極力避けることを考えた方策を探る。
河川の本来の形態は、瀬（早瀬・平瀬 ・淵・ワンド）
等からなっている。こうした河川の自然域の維持、
回復を図り、生物相を豊かにする。

自然護岸 護岸は可能な限り自然護岸につとめ、多様な生物に 玉井委員
対応させる。

自然的整備 自然的な整備が望ましい。用途に応じたゾーニング 池淵委員
や利用のルールづくりが必要。

緩傾斜 緩傾斜芝生広場や河畔林史跡・観光資源を活かした 今中委員
散策道の整備 散策道の整備。

環境教育の場づ 環境教育の場づくりや地域住民のイベントなど交流 今中委員
くり の場として活用できるよう整備する。

多面的施策 単に川幅を広げるだけの工事ではなく、治水と親水 今中委員
総合治水 の両立する河川整備が必要。

多面的な施策こそ総合治水につながる。



河川敷 四駆車、オート 河原で営巣する鳥類の繁殖の妨げとなることから四 土岐委員
水面利用 バイの乗り入れ 駆車、オートバイの乗り入れを禁止する。
の規制 禁止

７％ 水上バイク 水鳥の休息地、繁殖地に大きな打撃を与え、水質も 土岐委員
(3/４１) 悪化することから水上バイクの航行禁止や区域を限

定する。

水上バイク 水上バイク走行時の水質にはベンゼン、トルエン、 上本委員
水質汚染 キシレンが検出された。水上バイク走行の規制が必

要。

森林保全 森林保全 森林は水源の涵養、水質の浄化、栄養分の供給、土 濱中委員
、 （ ）水源涵養 砂の流出防止等 多面的な機能を有し河川 内水面

７％ 水質浄化 における水産動植物の維持培養は勿論海面上におけ
(3/４１) 栄養分供給 る水産資源の維持に大きな役割を果たしている。

土砂流出防止 森林保全に対し、森林法等の特別措置法等により、
国と自治体が自然浄化、土砂流出防止等のため思い
切って投資すべきである。

森林を守る 山、森をつくり、森を守る。 梅田委員

河川維持 河川の維持を考える上では流域の自然（森林）を含 玉井委員
水資源確保 めた方策を検討する。
森林 水資源の確保のため河川流域の森林を保存する施策

を講じる。

文化遺産 文化遺産 河川工事を実施する上で、流域各地の貴重な文化遺 安藤委員
産を失うことのないよう慎重に対応しなければなら

１０％ ない。
( ４ / ４
１) 景観づくり 水は文化。水は命大切に。 梅田委員

水は文化 景観づくりは木や草花で、堤防が破壊されないよう
水は命 にする。

世界遺産 自尊院と丹生管省符神社、町石道及び自尊院門前～ 神吉委員
紀の川沿岸については、ユネスコ世界遺産への本登
録が準備されている範囲の一部であり、紀の川沿岸
に至る景観及び資産は保護されねばならない。
この場所に築堤をすることは大きな問題がある。

景観の継承 歴史的・文化的な景観とは、過去の履歴を紐解き、 神吉委員
その履歴の中に時代を超えて受け継がれている文脈
・知恵を理解し、その延長線上にあって、現在我々
の能力の範囲で何ができるかを考え、次世代に最善
の努力の結果を受け継ぐことである。
川に化粧護岸をつくっても「配慮」かもしれないが
「景観の継承」ではない。

新技術 ＩＴ技術 水質・流況調査等ＩＴ技術を駆使する。狭窄部など 今中委員
５％ 各箇所に多く設置し洪水に対処し制度の高いデータ
( ２ / ４ が瞬時に得られるよう積極的に整備する。
１)

技術開発を啓蒙 河川技術・砂防技術によって、土砂の量的・質的な 江頭委員
・啓発 コントロールがどこまで可能なのかを検討し、弾力

的な適用をはかる。また、将来必要とされる技術に
。ついての技術開発を啓蒙・啓発する事も重要である

調査・ 江頭委員経済的裏付け 環境（物理環境・景観・生態）について、誰が評
価して誰がお金を負担するのか、議論が必要であ評価
る。

１５％
( ６ / ４ 環境資料 和歌山県域の環境資料が少なく特に汽水域には何が 牧委員
１) 生息しているのか正確にわからないため明らかにす

る。

影響評価 大滝ダムによる影響評価（堆砂、河床変動、富栄養 中川委員長
モニタリング 化水量・水質変化、生物相変化等）を開示し、これ

らの環境因子の変化をモニタリングし評価できる体
制を整備する。



環境施策の事業 環境改善の経済効果を評価する方法を確立し、環境 中川委員長
効果、費用便益 施策の事業効果、費用便益を明らかにする。

基礎調査 必要に応じ勉強会を開催し整備計画に反映させる。 養父委員
不足部分は専門家の指導のもと基礎調査を充実させ
る。

現状把握 紀の川生態系マップに歴史・文化遺跡、産業特性を 湯崎委員
生態系マップ プロットすること。

地勢、生態系、土壌・水質、産業、歴史文化、景観
・親水性をシステムとして捉えることが必要 （紀の。
川 をとりまく環境の現状把握）

水質改善 流入負荷源対策 ダム・堰への流入負荷源対策とその下流の環境改善 池淵委員
策を影響範囲・程度を踏まえ検討する必要。

１２％
( ５ / ４ 自然浄化 河川の自然浄化を考慮した河川整備をする。 上本委員
１) 湖沼化 紀の川は藻類の多い河川で水質の悪化、浄水処理に

水質悪化 悪影響を与えている。紀の川大堰の供用開始により
湖沼化が進み藻類の増加が予想されるため大堰の運
転にはそれらを考慮する。

背切れ現象 良好な河川水質および生態系を維持していくために 江種委員
は，夏場の瀬切れ防止が重要である。

下水道普及率 下水道普及率が全国最低である現状から流域一貫で 中川委員長
流域一貫 水質改善に取り組む。

水質悪化 水質、自然の豊かさ、親水性、河川敷への利用等１ 岩畑委員
川の通信簿 ６項目を点検して、５段階評価の結果を公表。

和歌山市、九度山町、五條市は評価２を謙虚に受け
止める必要がある。

連携 上下流連携活動 上流がにぎやかになるような上下流連携活動の推進 池淵委員。
５％
( ２ / ４ 貯水池運用計画 大滝ダムの操作にあたり、治水・利水機能だけでな 中川委員長
１) ダム間連携 く、自然河川の回復を図る貯水池運用計画を検討す

る。大迫、津風呂ダムとの連携も考慮する。

防災 防災まちづくり 紀の川の氾濫するほどの降雨がなくとも、支流の氾 神吉委員
、 、２％ 濫 排水不良による浸水等が懸念される場所は多く

( １ / ４ 地域レベルでの防災街づくりが必要である。
１)












































